
問合先 市民病院（☎ 76‐４１３１）

◆がん治療と運動器診療
　がんと共存する時代となり、2010 年にが
ん患者さんへのリハビリテーションが保険で
認められるようになりました。がん患者さん
が生活を続け、社会に参加するためには、移
動機能がきわめて重要で、適切な運動器管理
が不可欠です。日本整形外科学会は 2018 年
度より「がん自体あるいはがんの治療によっ
て運動器の障害が起きて移動機能が低下し
た状態」を「がんとロコモティブシンドロー
ム（がんロコモ）」とし、①骨転移など「が
んによる運動器の問題」、②長期臥床による
筋力低下などの「がんの治療による運動器の
問題」、③もともと存在する「がんと併存す
る運動器疾患の問題」の 3 つの状態に分け、
実態を解明し運動器診療に何ができるのかを
考えることが重要であると考えられるようにな
りました。
　がん患者さんにリハビリを行う意味は何か。
それはがんロコモで動けなくなることにより
がんの治療を受けられなくなる可能性がある
ということです。
◆パフォーマンスステータスによる運動器管理
　一般にがん患者さんの全身状態の指標に、
パフォーマンスステータス（PS）という評価
方法が使われます。日常生活動作制限の程
度を 0 ～ 4 のスコアで示すもので、化学療
法などのがん治療の適応を決定する重要な要
素であり、通常 3 以下であればがん治療の
積極的な対象にはなりません。
　最期まで自立した自分自身の生活を送れる
こと、就労を維持すること、がん治療を継続
すること、これらには「動ける」ことがとても
大切で、がんと診断されたときから運動器の

～小牧市民病院より～
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パフォーマンスステータス（PS）

マネージメントを継続し、長く動ける状態を
維持していくことがとても重要です。
◆がんリハビリの重要性
　がんのリハビリテーション医療は、診断さ
れた直後から始める「予防的リハビリテーショ
ン」、治療と並行して受ける「回復的リハビリ
テーション」、再発 / 転移の時期には「維持
的リハビリテーション」、症状緩和を中心とし
た医療が行われるときには「緩和的リハビリ
テーション」と、がんの治療の時期に応じて、
リハビリテーション医療の目的や役割が異な
ります。
　最後に、以前はがん患者さんにリハビリを
行うなんて考えられないと思われていました
が、日本では 2人に1人はがんを患うといわ
れるようになった現在、がん患者さんこそ早
期からリハビリを積極的に行い、少しでも長
く生活の質を保つことが生活の幅や治療の幅
を広げることになります。がんと診断された
ら常に運動のことを考えながら生活していき
ましょう。

リハビリテーション科 部長医師
室　秀紀

▲病院ホームページ
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問合先　支え合い協働推進課（☎ 76‐1149）地域協議会の取組を、リレー形式でお伝えするコーナー地域協議会の取組を、リレー形式でお伝えするコーナー

　7月 13 日、桃ヶ丘小学校区地域協議会主催の「あおぞら市場」が桃花台第 1緑道で開催されま
した。
　このイベントは、地域の農家と地域住民の交流を促進し、余剰品や規格外品も含めた野菜・果
物を循環させることで、農家の販路開拓や高齢者の生きがいづくり、さらには地産地消の推進を
目的としています。
　当日は、地域の農家や家庭菜園を楽しむ人、地域協議会が旬の野菜などを出品し、即売り切れ
となるお店もあるほどの盛況ぶりでした。来場者からも好評を博し、隣接する桃ヶ丘会館ではコー
ヒーとお菓子のおもてなしにより、皆さんゆったりと休憩しながら交流を深めていました。

桃ヶ丘小学校区地域協議会
あおぞら市場絆絆

-KIZUNA-

地域協議会の設立・活動状況はこちら▶地域協議会の設立・活動状況はこちら▶

【次回の「あおぞら市場」】
11/23（日・祝）　  桃花台第 1緑道にて開催予
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　みんなの思いみんなの思い
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問合先　小牧警察署　（☎ 72‐0110）
夕暮れに 歩行者を照らす 照（ショウ）time

～夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故をなくそう～

◎「警察安全相談」とは？
　犯罪等による被害を未然に防止するための相談や、皆さんの生活の安全と平穏に
係る相談をいいます。警察安全相談窓口として、警察本部および全ての警察署に
「住民コーナー」を設け、皆さんの相談に応じています。
◎ 誰が相談に乗ってくれるの？
　警察の相談員が親身になって相談に乗り、一緒になって問題解決の糸口を探しま
す。また、相談内容によっては専門の相談機関を案内しています。

9月 21日㈰から30日㈫までの10日間、秋の全国交通安全運
動が実施されます。
　秋の日は日没時刻が日増しに早くなることから、自動車運転
者は歩行者や自転車の動きが見えにくくなります。さらに、夕
暮れ時から夜間にかけて交通量が多いこともあり、歩行者や自
転車が交通事故に遭う危険性が高まります。
◎夜間における「ハイビーム」の活用
　視認性の悪い夜間における交通死亡事故など重大事故の発生
が後を絶ちません。そこで、夜間におけるドライバーの視認性を向上させ、歩行者などと
の交通事故を防止するため、対向車や先行車がいない場合は、ハイビームを効果的に活用

警察の相談ダイヤル＃ 9110
～緊急電話は 110番　相談ごとは＃ 9110～

しましょう。
◎反射材活用の推進
　夕暮れ時の時間帯以降の外出時は、反射
材を身につけましょう。反射材が車の前照
灯の光で反射し、ドライバーに自身の存在
をアピールすることができ、交通事故防止
に役に立ちます。また、光が当たらない場
所でも自分の存在をアピールすることがで
きる、自発光式の LEDバンド等を積極的に
活用しましょう。
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